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お 知 ら せ

関東地方整備局では、東京国際空港空港アクセス鉄道開削部（Ｐ３駐車場前）躯体築
造工事において、港湾空港工事で初めてのＥＣＩ方式（技術協力・施工タイプ）による発注
手続きを行います。

当該工事は、開削工法により道路直下に鉄道の駅ホーム部の躯体を築造しますが、道
路の通行等を確保しつつ、近接構造物に影響を与えないよう施工する必要があるなど、
技術的難易度が高いことから、設計段階から施工者独自のノウハウを取り入れることが
できるＥＣＩ方式を採用することにより、効率的な設計・施工が期待されます。

技術協力業務は、技術提案を公募し、その審査の結果を踏まえて選定した者と契約し
ます。本業務において、別途契約する設計業務に技術提案内容を反映させながら価格等
の交渉を行い、交渉が成立した場合に、工事の契約を行います。

■案件名 ：東京国際空港空港アクセス鉄道開削部（P3駐車場前）躯体築造工事に係る
技術協力業務

■履行期間：契約締結日から令和５年３月１０日まで
■業務内容：計画準備、協議・報告、技術協力業務（技術提案の技術情報等の提出、

その他の技術情報等の提出、設計調整協議、設計の確認、施工計画の作
成、全体工事費の算出、関係機関との協議資料作成支援）、報告書作成

■参考額 ：１０百万円程度（税込み）

東京国際空港空港アクセス鉄道開削部（P3駐車場前）
躯体築造工事に係る技術協力業務を発注します

～関東地方整備局の港湾空港工事で初めてECI方式を採用～



○Ｐ３駐車場前面部において、開削工法により、羽田空港アクセス線の駅ホーム部の躯体を
築造する工事です。

○本工事は、我が国で最も利用者が多い東京国際空港において一般車両等が多く通行する
空港内の道路直下に躯体を築造するため、空港利用者への影響を最小限にする必要があ
り、特に道路の通行や駐車場への出入口を確保することが求められています。また、Ｐ３駐
車場、国道３５７号等に囲まれた狭隘な区域での施工となることに加え、開削施工時には高
低差による偏土圧の影響等が想定されるため、近接構造物に影響を与えないよう、安全・確
実に施工する必要があります。その他、施工箇所は超軟弱地盤を改良した複雑な地盤であ
るため、地盤改良の確実な施工をはじめ、様々な施工リスクへの対応も必要となります。

○このように本工事は技術的難易度が高く、詳細設計において施工者の高度で専門的な知見
を活用する必要があることから、ECI方式（技術協力・施工タイプ）を採用します。
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【技術提案項目】

①空港内の道路交通への影響の最小化に有効な施工方法の提案
②狭隘な施工リアにおける安全・確実な土留め施工方法の提案
③想定される施工リスクの抽出と対応方法の提案
④施工期間の短縮及びコスト縮減に有効な工法等の提案

技術協力業務・工事の概要

ECI方式を採用する理由

・公示 令和４年３月１６日（水）
・申請書及び技術提案書の提出期限 令和４年５月２０日（金）
・優先交渉権者の選定及び通知 令和４年７月１４日（木）

【技術協力業務のスケジュール】
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ＥＣＩ方式（技術協力・施工タイプ）の概要

○公共工事の品質確保の促進に関する法律（品確法）第１８条において、仕様の確定が困難
な工事に対して、技術提案の審査及び価格等の交渉により仕様を確定し、予定価格を定める、
「技術提案・交渉方式」が規定されています。

○ECI方式（技術協力・施工タイプ）は、技術提案・交渉方式の１つであり、技術提案に基づき選
定された優先交渉権者（施工者）と技術協力業務の契約を締結し、別の契約に基づき実施し
ている設計に技術提案内容を反映させながら価格等の交渉を行い、交渉が成立した場合に
工事の契約を締結します。

技術協力・施工タイプにおける手続きの流れ

技術提案・交渉方式について詳細は国土交通省ＨＰに掲載 http://www.mlit.go.jp/kowan/kowan_tk1_000016.html


